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東京電機大学未来科学部情報メディア学科「コンピュータグラフィックス（レンダリング）」演習『陰影処理－拡散反射光』    2009/04/28 

学年 学科 学籍番号 氏名 

          

演習１ 入射光の強さ 1iI ，光源の方向を示す 

単位ベクトルが  02
2

2
2

T
L


であるような 

平行光源からの光が拡散反射面に照射している。 

面の法線ベクトルは  010TN


，拡散反射率は

1dk である。 

このとき，拡散反射光の強さ dI を求めよ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

演習 3 入射光の強さ 1iI の点光源が空間上の位

置  031
T

Q


から拡散反射面を照射している。

面の計算点  000TP


での単位法線ベクトルは

 010TN


，拡散反射率は 1dk である。また，

単位視点方向ベクトルは  02
1

2
3T

V 


である。 

このとき，拡散反射光の強さ dI を求めよ。 
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東京電機大学未来科学部情報メディア学科「コンピュータグラフィックス（レンダリング）」演習『陰影処理－鏡面反射光』    2009/04/28 

 

演習 3 入射光の強さ 1iI ，光源の方向を示す 

単位ベクトルが  02
2

2
2

T
L


であるような 

平行光源からの光が鏡面反射面に照射している。 

面の法線ベクトルは  010TN


，鏡面反射率は

1sk ，ハイライトの特性を制御するパラメータは

n=10 である。また，単位視点方向ベクトルは

 02
1

2
3T

V 


である。 

このとき，鏡面反射光の強さ sI を求めよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

演習 4 入射光の強さ 1iI の点光源が空間上の位

置  031
T

Q


から鏡面反射面を照射している。

面の計算点  000TP


での単位法線ベクトルは

 010TN


，鏡面反射率は 1sk ，ハイライト

の特性を制御するパラメータは n=10 である。また，

単位視点方向ベクトルは  02
1

2
3T

V 


である。 

このとき，鏡面反射光の強さ sI を求めよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


